






































アスリートのコンディションを低下させる要因のーっとして、上気道感染症 (upperrespiratory tract 























EBV-DNA発現 i日前に Baselineと比較して有意に低下し、 3日後まで低値が持続する現象が認められた。こ
れに伴い、 URTI症状の件数も増加していた。
(考察)




被験者は 32名中 27人 (85%)と高率であった。既知の濃度の標準試料を用いて検量線を作成し、その検量
線を元に唾液中の EBV-DNA発現量を定量化することで、定性的評価と比較してより信頼性の高いデータを
得ることができたと考えられる。 EBV-DNA発現前後の SIgA分泌速度は、 EBV-DNA発現 1目前に Baseline
と比較して有意に低下し、 3日後まで低値が持続する現象が認められた。これは、高強度運動によって SIgA
レベ、ルが継続的に低下し、その際に EBVの再活性化が生じた可能性を示している。これに伴い、 URTI症状
の件数も増加している。このことから、これらの免疫学的指標を相補的にモニタリングすることが有用であ
り、本研究の仮説と一致する結果が得られたものと考えられる。
審査の結果の要旨
本研究はアスリートにおけるコンデイションの維持に関する有用かっ新規性の高い研究であり優れた研究
と評価しうる。今後さらに検討を継続し、免疫機能低下の機序、運動強度との関連、定量評価の活用などに
取り組み、スポーツ現場で役立つ新たなコンディション評価指標が開発されることが期待される。
平成23年 3月2日、博士(スポーツ医学)学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと最終
試験を行い、論文について説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審査委員全員によって
合格と判定された。
よって、著者は博士(スポーツ医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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